
一般的な塗膜

塗膜に侵入した紫外線により酸化チタンにラジカル反応を起こし、周辺樹脂を
分解・劣化させていく
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塗膜表面が白亜化

紫外線が塗膜表面付近の樹脂を
分解し劣化させていく
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ブロック仕切れなかった紫外線によってラジカル反応が
起きても、ラジカルキャッチャー剤が捕捉し無害化します。

③ラジカル反応を無害化

塗料中の紫外線吸収剤（UVA）が
紫外線を吸収し、塗膜中への拡散
を防ぎます。

①紫外線を吸収

塗料に含まれる酸化チタンなどの
顔料を、ラジカル反応制御コー
ティングすることで、紫外線をブ
ロックしラジカル反応を防ぎます。

②ラジカル反応を防ぐ

ラジカル反応制御
コーティング

酸化チタン

EXTRAシリーズの高耐候性樹脂を配合しているため、優れた耐候性を有しています。

また、EXTRAトリプル構造で塗膜劣化を防ぎます。

低汚染性に優れ、防かび・防藻性を有するため、建物を長期間美しく護ります。

また、レベリング性も優れているため、つやムラを軽減でき、美しい仕上がり外観が得られます。

落ち着いたマットな質感により、高外観で資産価値向上へ

“つやが無い”純粋なつや消しを実現するため、

顔料を厳選したオリジナル配合をしておりますので、

美しいマットな質感が得られます。

水性高級シリコン樹脂つや消し塗料

サイディングボードやスタッコ・リシンなどのつや消し外壁に塗装することで、
素材の風合いを活かした仕上げができます。

一般的なつや消し EXTRAピュアマット



E‐8371.25.06③（EL）
（23.7）

地球環境への負荷軽減のために、
植物油インキを使用しています。
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☆下塗りに「マイティー万能水性シーラー白、クリヤー」もご使用頂けます。詳細は単品説明書をご参照下さい。
☆下塗りにカチオンシーラーの白を塗装する場合は、「水性マイティーシーラーマルチ ホワイト」もご使用頂けます。詳細は単品説明書をご参照下さい。
注1 ） 素地が脆弱であったり吸い込みが著しい場合は、下塗り回数を増やすか、下塗りの前に吸い込み止めとして「EXTRA万能アクアシーラークリヤー」または「マイティー万能水性シーラークリヤー」を塗装して下さい。
注2 ） EXTRAアクアカチオンシーラーはカチオン形塗料ですので、他塗料との混合はできません。また、刷毛・ローラーも他種と混合して使用しないで下さい。
注3 ） 光触媒・無機系・ふっ素系コーティングのサイディングボードへ塗装する場合は、必ず「EXTRA万能アクアシーラー白」または「マイティー万能水性シーラー白」を使用して下さい。
※標準使用量の（ ）内は、下地が凹凸模様の時の数値です。
※本チラシ値は、製品を適正にご使用頂くための代表値を記載したものです。記載条件以外の場合は、事前にお問い合わせ下さい。

コンクリート・モルタル・サイディングボード外壁

工程

素地調整

下塗り

上塗り

【 新　設 】 ワイヤブラシ、サンドペーパーなどを用いて、汚れや付着物を除去する。
【 塗り替え 】 ワイヤブラシ、サンドペーパーなどを用いて、汚れや付着物を除去する。活膜がある場合は全面目粗しを行う。
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EXTRA万能アクアシーラー

EXTRAアクアカチオンシーラー

DNT弾性フィラー一液テクトMAX

EXTRAアクアプラサフ

EXTRAピュアマット

施工上の注意

使用上の注意

【素地調整に関わる注意】
1. モルタルの養生は十分に行って下さい。原則として3週間以上が適当です。含水率10%以下、
pH10以下で塗装して下さい。

2. 旧塗膜の浮きや有害な付着物は、高圧洗浄機やサンダー・ワイヤブラシ・皮スキ・ケレン棒などで完
全に除去してから塗装して下さい。処理が不十分な場合は、塗膜のはく離などの原因となります。

3. チョーキング面は、高圧水洗〔15MPa（150kg/㎠以上）〕で念入りに水洗し、劣化塗膜や粉化物を
除去して下さい。

4. 水洗い後は、1日以上乾燥させて下さい。また素材表面が雨・露などで濡れている場合は、十分に乾
燥させてから塗装して下さい。乾燥が不十分な状態での塗装は、はく離・膨れ・割れなどの原因になり
ます。

5. ごみ・埃・砂・油・ワックスなどが付着している場合は、ハジキや付着不良の原因となりますので完全に
除去して下さい。

【塗装に関わる注意】
1. 結露しやすい地域や季節には塗装時間に注意し、早めに塗装を終えて十分な乾燥時間を確保して
下さい。

2. 屋外での塗装の際は天候を確認し、降雨・降雪のおそれがある場合および強風時は塗装しないで下さい。
3. 飛散防止のため、必ず養生して下さい。
4. 塗料は電動ミキサーを使用して十分に攪拌し、内容物を均一にして塗装して下さい。
5. 塗装後、約24時間以内に乾燥不十分な状態で、降雨・降雪・結露が起こるおそれがある場合、また
は高湿度・低温になる場合、通風のない場所には、はく離・膨れ・割れ・白化・シミなどが発生するおそ
れがありますので、塗装をしないで下さい。

6. 材料の付着した布やウエスなどは自然発火や引火の危険性があるため、廃棄するまで水につけてお
いて下さい。

7. 屋外での塗装の際は、換気口・空気取入口などに養生を施し、揮発した溶剤分などが室内に入らな
いようにご注意下さい。

8. 吸い込みの著しい素材の場合は、下塗り工程を2回行って下さい。
9. 塗装場所の気温が5℃以下、湿度が85％以上で結露のおそれがある場所、また換気の悪い場所で
は塗装しないで下さい。

10. 十分な塗膜性能を確保するため、標準使用量を守って塗装して下さい。適切な仕様以外では色相が
変化して見えたり、十分な隠ぺい性が得られなくなるおそれがあります。標準使用量を厳守して塗装し
て下さい。

11. 水道水で希釈して下さい。また希釈し過ぎないようにご注意下さい。希釈し過ぎた場合、ダレや隠ぺい
不足、仕上がり不良などの原因になります。

12. ローラー・刷毛などの用具は、他の塗料での塗装に使用するとハジキなどの原因になるおそれがあり
ますので、塗装終了後、速やかに洗うか、専用でお使い下さい。固着した用具を洗う場合は、ラッカー
シンナーで洗浄して下さい。

13. 施工中は塗料が容器からこぼれないよう注意して下さい。万が一こぼれた場合は、速やかに布ウエス
でよく拭き取るか、砂などを散布した後に処理を行って下さい。

14. 容器は、基本的につり上げないで下さい。止むを得ずつり上げる場合は、安全性が確保された適切な
つり用具で垂直につり上げ、落下には十分注意して下さい。（偏荷重になると容器の部品が外れ、落
下事故につながる危険性があります。）

15. 汚れや傷などで補修塗装が必要になる場合がありますので、使用塗料と、塗装方法の控えを必ずと
り、同一塗料、同一方法で補修塗装をして下さい。

16. 濃彩色の場合、塗膜を強く擦ると色落ちすることがありますので、ご注意下さい。
17. 塗装方法や希釈量による塗布量の違いで、光沢が変化する場合がありますので、ご注意下さい。
18. タッチアップの際、膜厚が厚くなると光沢が高くなる可能性があります。希釈量を調整して塗装して
下さい。

19. 一部濃彩色では塗膜硬化後でも、降雨、結露環境にさらされると、塗膜中の水溶性成分と反応し雨
ジミ等の現象が発生する場合があります。

6. 旧塗膜に発生したかび・藻などは必ず除去し、清浄な面として下さい。
7. 塗り替え工事の際、下地の浮きには事前に樹脂の注入を行って下さい。

【保存、保管に関する注意】
1. 塗料は開封後、一度に使い切るようにして下さい。止むを得ず保存し直す場合には、厳重に密閉した
後、冷暗所で保管し、速やかに使い切って下さい。

2. 屋外での塗料の貯蔵はしないで下さい。また、直射日光が当たらない場所で貯蔵して下さい。
3. 適切な保存方法では引火の心配はありませんが、極端な高温（50℃以上）の環境での保管は避け
て下さい。

【製品の情報について】
1. 安全衛生・法規についての情報が必要な場合には、安全データシート（SDS）をご参照下さい。
2. 規格表示・膜厚・乾燥時間・塗装間隔などの製品情報が必要な場合には、単品説明書（DK 
SYSTEM）をご参照下さい。

取扱いには下記の注意事項を守って下さい。 ※詳細な内容は、安全データシート（SDS）をご参照下さい。

● 取扱い上の注意
1. 取扱い後は、手洗い及びうがいを十分に行って下さい。
2. よくフタをし、一定の場所に貯蔵して下さい。
3. 子供の手の届かないところに保管して下さい。
4. 捨てる時は、産業廃棄物として処分して下さい。
5. 容器は垂直に持ち上げて下さい。斜めに持ち上げると取っ手が外れ、落下事故の危険があります。

● 緊急時の処置
1. 目に入った時には、多量の水で洗い、できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。
2. 誤って飲み込んだ時には、できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。
3. 容器からこぼれた時には、砂等を散布したのち処理して下さい。

①
※本チラシに記載以外の条件で使用される場合は、弊社にお問い合わせ下さい。

※本製品の内容は予告なく変更することがあります。
※本チラシに記載の内容について、無断転載・複製を禁じます。

主　剤 14部
硬化剤   1部

主　剤 14部
硬化剤   1部


